
別記様式８

自 己 評 価 書

○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取組の事実］

ケアサービスの提供状況や事業所の取組状況を具体的かつ客観的に記入します。
（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされてい
るかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見
出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

自 己 評 価 書

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○を付けます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取組内容を記
入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて記
入します。

出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初か
ら順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）
から始めてください。

○
○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成
＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日ごろの実践や改善への取組を示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支え合い 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10 （ユニット名） 壱番館

するようご注意ください。

やすらぎホーム富沢事業所名

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

（ユニット名） 壱番館

仙台市太白区富沢字寺城２８－１

記入者名
（管理者）

赤神　寿恵

所在地
（県・市町村名）

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

記入日 平成１９年　１０月　１日　



様式８

地域密着型サービス評価の自己評価書　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくり上げている

○理念の共有と日々の取組

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践

1

2

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

ホームの理念を掲げ、自分らしさを大切にする事を盛り込ん
でいる。又、理念に沿ったホームの年間目標、各ユニットの
年間目標を立て達成を目指している

朝、夕の申し送りに管理者が参加し、理念に基づく話があ
る。

１．理念と共有

項　　目

取り組んでいきたい項目

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所との付き合い

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的な付き合いができるよ
うに努めている

○地域との付き合い

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

○

5

○
玄関を開放したり、ご近所の方々が気軽に立ち寄って頂け
る様、挨拶などの交流を図っていきたい

○
町内会に入っており、地域の行事の参加、又ホームの行事
に地域の方々が参加できるようにしている。広報誌の回覧も
行っており、日常の様子も地域の方々に見て頂いている。

２．地域との支えあい

入居者様の散歩の際にご近所の方々に挨拶している。ご近
所の方々から声を掛けて頂く事もある。

4

地域の行事や、地域での清掃活動にも参加していきたい

る。

パンフレットに理念を記載し、説明をさせていただいている。
又契約書、重要事項説明書にも記載しておりご家族にも説
明している。玄関には運営規定、重要事項説明書を掲示し
自由に見て頂いている

3
地域との交流が今以上に多くなっていくような環境を作っ
ていきたい。

1 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取組

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に

6 ○

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

8

地域の環境整備や消防訓練等に参加していける様整備し
ていきたい。

運営推進会議にて話し合いをしている。

ご指導いただいた事に対し、早急に対応し日々改善に努め
ている。

２ヶ月に１回、委員会を開催している。ホームの行事の事、地
域の行事の情報交換、評価の報告を行っている。

し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

研修会に参加しその後伝達講習を行ってる。

9 広報誌を送りホームの様子を伝えている。

11

10

域の行事の情報交換、評価の報告を行っている。

研修会に参加し、伝達講習、各ユニットでの勉強会を開催し
ている。職員は入居者優先で考えを基にケアに当たってい
る

2 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

14
月１回のご家族へ入居者様の様子を手紙で報告行い、面会
の際や電話でも報告を行っている。

13

12 契約、解約時に説明を行い疑問点にも答え納得頂いている

利用者様の意見をスタッフが聞き、管理者とも相談しユニット
会議等で話し合いをし、対応行っている。

４．理念を実践するための体制

定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聴く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者がなじみの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要 小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

18
異動の際は入居者様の状態を考え影響が大きくなるような異
動は行っていない。

17

16
申し送り、ユニット会議、全体会議等にて意見を出し、対応を
している。

家族の要望や利用者様の状態に合わせ勤務表を作成して
おり、必要な場合は勤務変更を行う。

15
苦情に関してのフローの掲示をしている。苦情時は管理者
が対応し、改善を図っている。又、第三者委員を置いてい
る。

3 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取組

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画を立て、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組をしている

○職員のストレス軽減に向けた取組

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す21

20
研修会等にて同業者と交流が取れるよう参加させて頂いて
いる。

年に数回の特別休暇をもって職員に休養を与える。挨拶、
声掛けを充分に行い交流をもっている。食事会を開催し職

19
新入職員に対しては入職後１ヶ月の予定を立て、一日の振り
返りを記入している。経験に応じ実践者研修、外部研修に参
加している。

５．人材の育成と支援

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取組

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受け止める努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受け止める努力をしている

年度末に反省し、その反省を踏まえて来年度の目標を立
てる

23

22 ○
状況把握、理解に努め、各スタッフに対し力が付く様に指導
行っている。又、年度の目標を立ててケアに当たるよう指導さ
れている。

実態調査にて本人と充分に話をすると共にご家族からも話を
充分に聞いている。

21 声掛けを充分に行い交流をもっている。食事会を開催し職
員の話をよく聞いて頂いている。

24

い

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

相談時に現在の状況やご家族の希望、困っている事を伺っ
ている。入居時にはケアプランに反映させている。

4 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○なじみながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々になじめるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、

26

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

25
ケアマネが相談に応じその時必要な支援の助言を行ってい
る。

事前にケアプランの説明を行い納得いただいてからケアの
開始を行っている。事前情報により、スタッフは注意をすべき
点を把握し、他入居者様への声掛けを行っている。家族との
話し合いも行いながら、生活歴に沿った支援が出来るよう支
援している。

理念にある「一緒に泣いたり笑ったり、笑顔の絶えない生活
を共に作ります」と明示しており実践している。普段から笑顔

かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支え合う関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支え
ていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○なじみの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきたなじみの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合
えるように努めている

30

入居者同士の関係を把握し、席の配置や外出時の組み合
わせも配慮している。

27

31

28

29
入居者様、ご家族からの要望をスタッフ全員で理解し日々、
希望に沿える事が出来るよう支援している。

御家族様とご本人の生活について面会時、緊急時に相談し
協力を頂いている。外出や、通院の御協力を頂いている。

を共に作ります」と明示しており実践している。普段から笑顔
多く、入居者の方から料理の味付け等学ぶ事も多い。

御家族様の協力を頂きながら、なじみの場所やお店、自宅
へと外出されている。

5 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らない付き合いを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

33

入院中の病院へお見舞いに行ったり、その後の相談を受け
ている。

本人の希望を取り入れる為、行動や会話から察していけるよ
う支援している。困難な場合も本人と良く話をし本人に決定
して頂ける様な声掛け行っている。

入居時にフェイスシートを作成し書行く印鑑で情報交換して
一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアの在り
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

34

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35

37

入居時にフェイスシートを作成し書行く印鑑で情報交換して
いる。又、御家族との情報交換を密にとり、本人の生活歴の
把握に努めている。

モニタリング、アセスメントを行い現在の状態の把握をしてい
る。又本人の様子をユニット会議等で話し合いスタッフで把
握に努めている。

本人の意向、ご家族様の希望、医師からの指示を踏まえ作
成している。

定期的のケアプランの見直し以外に著しい状態の変化があ
る際はその都度見直しを行っている
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気付きや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や

39

38

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

運営推進会議にて地域の肩、民生委員との連携を取ってい

日々の本人の様子やケアの実践結果をそれぞれのケース記
録に記入し、情報の共有やケアプランの見直しに役立てて
いる。

本人、ご家族の希望にてデイケアのりようが出来るよう情報提
供行っている。

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

43

42 運営推進会議にて話し合いを行っている。

本人、ご家族の希望にて、以前からのかかりつけ医や希望
の病院のの利用して頂いている。

41

40

本人の状態に合わせたサービス等を助言等行っている。

る。警察、消防とも広報誌や消防訓練等にて協力を頂いて
いる。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

46
入院前より相談しサマリーの提供を行っている。早期に退院
できるよう主治医、ご家族、本人と話合い、連携を取ってい
る。

45

44
同一法人に専門医のいる医療機関があり、連携を取り受診、
相談を行っている。

週２回、看護師による健康観察と２４時間のオンコールの体
制が整っている。

いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期の在り方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

49

48
入居者様の身体、精神症状に対し主治医と連携をとり、話し
合えるよう努めている。スタッフ全員で状態事のケアの方針を
検討する機会を持っている。

ケアマネ間で情報交換を行っており、家族、主治医等情報
交換している。

47
重度化した場合には、ご家族、医師、看護師、管理者にて話
し合いを行い適切な医療機関へつないでいる。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉掛けや対応、記録等の個人情報の取
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働き掛けた
り、分かる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

（１）一人ひとりの尊重

１．その人らしい暮らしの支援

50

その方に合った声掛けを行い言葉、表情、動きなどから察し
て支援を行っている。

51

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

一人ひとりのそれぞれの人生を大切にし人生の先輩に対し
失礼の無い声掛け、対応を行っている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望に沿って支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人のし好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

54

53

散歩や買い物等入居者様より希望がある時はスタッフと共に
出掛けている。又、希望を話せない方についてはスタッフか
らお誘いし、入居者様に決めて頂いている。

なじみの店が遠方にある方はご家族に協力を頂いている。
本人の好みを本人や家族に聞き、支援している。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

55

週１回お１人の希望によるメニューで夕食を提供している。準
備、片付けのお手伝いを頂いている。

定期的のケアプランの見直し以外に著しい状態の変化があ
る際はその都度見直しを行っている。行事等で飲酒を楽しま
れたり、おやつを一緒に作る等行い好みに合うようにしてい
る。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排せつの支援

排せつの失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排せつのパターン、習慣を活かし
て気持ちよく排せつできるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

58
入居前の情報での生活習慣に合わせた就寝時間に声掛
け、誘導行っている。又、その時の入居者様の状態に合わ
せた声掛けを行っている。

57

56
排泄チェック表をつけ本人の排泄パターンを把握し声掛け、
誘導を行っている。

夕食前、夕食後、寝前等本人の希望を取り入れ入浴して頂
いている。

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望に沿って、戸外に出掛けられるよ
う支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出掛けられる機会をつくり、支援している

62
行事として個別に行きたい場所へと外出の機会を持ってい
る。又、ご家族の協力を頂き、なじみのある場所や店へと外
出して頂いている。

61

60
ホームにて預かり金として預かっており、必要な物や欲しい
物を伺いスタッフと一緒に支払いし、品物を受け取っている。

買い物や散歩等、希望を聞きながらスタッフと共に外出して
いる。

59
今までの生活の中で習慣にされていた事を継続して行って
頂き、レクも好みの物を行って頂いている。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族やなじみの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人のなじみの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及びすべての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな

65

64
家族、親戚、友人の方が来られた際は居室や共有スペース
にてお茶を飲みながら寛げる様配慮している。

身体拘束について勉強会をユニットや全体会議で行い、理
解できるよう努めている。身体拘束は行っていない。

63
現在は、訴えは殆どないが以前はスタッフと共に葉書を購入
し代筆等含め行っていた。電話も希望があれば対応できる。

（４）安心と安全を支える支援

行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

○鍵を掛けないケアの実践

運営者及びすべての職員が、居室や日中玄
関に鍵を掛けることの弊害を理解しており、鍵
を掛けないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取
組をしている

○事故防止のための取組

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

69

68
危険な物品は入居者様の目の届かないと事に保管、管理し
ている。使用時は見守りの基、危険の無い様配慮している。

個人検討行い一人ひとりのADL状況を把握しスタッフ間で情
報の共有をしている。見守り介助にて危険防止に努めてい
る。

67

66
日中は玄関に鍵を掛けていない。入居者様が外に出ようと
する際は見守りや付き添いを行っており、自由に出入りでき
る様にしている。

居室に入室する際はノックをし声掛けしてから入室している。
夜間はこまめに巡視し様子を観察している。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、すべて
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身に付け、日
ごろから地域の人々の協力を得られるよう働
き掛けている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

72
個人検討や管理者からの申し送りにより今後注意していかな
ければならない点等をケアプランの説明時の際や面会時に
説明し家族の意向を伺っている

71 ○
今後、運営推進会議での話し合いや、地域の消防訓練に
参加していくようにする。

70
救急研修を受けており、伝達講習や看護師への相談を行っ
ている。マニュアルの作成も行い随時確認できるようにしてい
る。

避難訓練は行っているが被害時に地域の協力を得られるよ
うな働きかけは行っていない。

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働き掛け等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れやにおいが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

76
朝夕に口腔ケア行っている。以前から習慣になっている方は
声掛けのみおこなっている。口腔状態の確認行っており必
要に応じ歯科受診行っている。

75

74

便秘の方が数名おり、下剤の内服をして頂いている。水分を
多く摂って頂けるように声掛け提供している。又、乳製品を取
り入れたメニューやおやつの提供も行っている。

ケース記録に薬票を添付し、随時確認できるようにしている。
日頃から薬は命に繋がっている事を話し合っており内服後
に変化がないか様子観察行っている。

73
朝夕の申し送りにてスタフ感での情報の共有を行い1日3回
のバイタルチェックを行い特変時には受診を行っている。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取決めがあり、
実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、Ｍ
ＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

79

78
感染予防マニュアルに沿って予防の取り組みと研修会に参
加し伝達講習を行っている。管理者からの申し送りや、ユ
ニット会議にて話し合っている。

食器るいの消毒行い、調理の際には手指の消毒も行ってい
る。食材は使用する1～2日前に購入、納品されたものを使
用している。

77
食事、水分のチェック表を使用し、摂取量の把握を行ってい
る。特に好き嫌いにより摂取量の少ない方はより細かい
チェックを行い、好きな物の提供を行っている。

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

82
テーブル席、ソファー席、小上がりとそれぞれが気分や目的
により過ごしやすい場所を変えられるようにし自由に使用し
ていただいている。

（１）居心地のよい環境づくり

81

80
玄関先にはプランターに花を植え、眺めたり、育てたりしてい
る。又、ベンチを設置し外気浴やお茶を飲みながら花を眺め
たり、近所の方へ挨拶をしたり出来るようにしている。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

飾り等、季節に応じて交換し、ホーム内でも季節感を味わっ
て頂ける様配慮している。窓も多くあり天窓等から自然光が
入ってきている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ

84

83
以前から使用されている机、イス、テレビ等身の回りのものを
持ち込んでいただいている。必要に応じ部屋の模様替えを
行っている。

非常口の換気扇は24時間回している。ホールの窓、玄関を
開けている事多く、各居室も窓を開け換気を行っている。室
温も入居者様の状態や好みに合わせ調整している。

廊下、トイレ、浴室には手摺を設置し歩行、立ち上がり時に
利用している。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○分かる力を活かした環境づくり

一人ひとりの分かる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

87

86

玄関先にベンチを設置し、仲の良い方とお茶を楽しまれた
り、向かいの保育園の様子をや、プランターの花を眺められ
たりしている。

一人ひとりの状態に合わせた声掛けの工夫や介助方法をス
タッフで話し合い介助を行っている。また残存機能の活用に
ついても話し合っている。又、各居室、トイレ、浴室等に表札
をつけ分りやすい様にしている。

14 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼすべての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向をつかんでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出掛けて
いる
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様式８

①ほぼ毎日のように

○ ②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼすべての職員が

○ ②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

98 職員は、活き活きと働けている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

96
通いの場やグループホームになじみの人や
地域の人々が訪ねて来ている

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

今、ご入居頂いている皆様は、遠慮や認知症の進行により、訴えや希望がなかなか言葉にならない事がある為、スタッフが関わりを多くし会話や行動からその方の思いを察
しいけるようにしている。色々な事、昔からの習慣、趣味、特技等｢やりたい」と思ったと気に直ぐ出来るよう環境作りは勿論、声掛けの工夫、かかわり方の工夫を毎日考
えながら行いっている。入居者様の今まで生活してきたあたりまえの生活を自然に送る事が出来るよう努力しています。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う
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別記様式８

自 己 評 価 書

○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取組の事実］

自 己 評 価 書

ケアサービスの提供状況や事業所の取組状況を具体的かつ客観的に記入します。
（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされてい
るかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見
出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初か
ら順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）
から始めてください。

（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○を付けます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取組内容を記
入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて記
入します。

出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

○
○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日ごろの実践や改善への取組を示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。 入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成
＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支え合い 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

事業所名 やすらぎホーム富沢

（ユニット名） 弐番館

するようご注意ください。

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

仙台市太白区富沢字寺城２８－１

記入者名
（管理者）

赤神　寿恵

所在地
（県・市町村名）

（ユニット名） 弐番館

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

記入日 平成１９年　１０月　１日　



様式８

地域密着型サービス評価の自己評価書　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくり上げている

○理念の共有と日々の取組

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

ホームの基本理念にもあるように地域との関わりを大切にし
ている。今年度のホームの目標、各ユニットごとの目標を立
て、今まで以上に地域との関わりを多く持てるようにしてい
る。

スタッフ、管理者がお互いに同じ理念の基、信頼し合い支援
を行ってる。スタッフ、管理者との間での情報交換も行われ

１．理念と共有

項　　目

1

2

取り組んでいきたい項目

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所との付き合い

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的な付き合いができるよ
うに努めている

○地域との付き合い

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

ている。

地域との交流を夏祭りを通し行ったり広報誌の発行にて徐々
に理解して頂いていると思う。今後も増やしていきたい。ご家
族様とは情報交換を行う事で理解して頂いている。

3
地域との関わりはこれからもっと増やしていきたいと思う。
ホームがどのようなところなのかを理解をして頂くと共に地
域との交流を図れるような行事の起案を行っていきたい。

4

今後も色々な行事があれば参加させて頂きたいと思って
いる。

毎年、秋に開催される地域の秋祭りには参加させて頂いて
いる。

２．地域との支えあい

努めてはいるがまだ、特定の近所の方以外は気軽に立ち寄
れるほどではない。夏祭り後はホームへの理解も徐々にも見
えてきている。入居者様も近所の方との関わりをもとうと思っ
ており、支援している。

○

5

○
ホームの玄関を開放し、近所の方が気軽に入る事が出来
るよう環境を整えていきたい

○

1 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取組

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に

地域との交流を始めたばかりなので地域の高齢者を巻き込
んでの取り組みは行っていない。

改善すべき点をユニット会議や、全体会議で話し合い、改善
しより良い支援、環境作りを行っている。

会議にてホームの夏祭りへの助言、地域での行事情報を頂
き、サービスの向上や地域との関わりに活かしている。

6 ○

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

入居者様と地域高齢者が交流を持つには、こちらから回
覧板等でお茶会等行えるようにしていきたい。

8
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

き、サービスの向上や地域との関わりに活かしている。

研修会に参加している。参加したスタッフｔその後、全体会議
やユニット会議で伝達講習を行っている。

11

10
現在入居されている方に成年後見制度の適用者はいない。
スタッフは直ぐに対応できるよう、研修会に参加し、伝達講習
を行っている。

9 ホームで作成した広報誌を送っている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

４．理念を実践するための体制

13

12
契約前に実態調査にてご家族、利用者様には不安や疑問
を事前に聴き契約時には不安等が解消するようにし理解、
納得を図っている。解約時も同様に説明を行っている。

不満や苦情がある時は管理者に報告、スタッフで話し合いを
行い利用者様が生活しやすいよう支援している。

14
1ヶ月に1回、ご家族へ1ヶ月の様子を手紙として郵送してい
る。その他、面会時や電話にて現在の状状態、スタッフの異
動に関し報告している。

定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聴く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者がなじみの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要 小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

15

動に関し報告している。

玄関に苦情受付のフローチャートを掲示している。又第三者
委員を置いている。

17

16
会議での話し合いやお互い時間を作り随時話し合いをして
いる。

管理者が各ユニットに連絡し急な状況や要望に対応できる
ようにしている。

18
異動に関しては事前に知らされており引継ぎをしている。
又、入居者様の精神状況を良く観察し、影響が無い様かか
わりか方を考え支援している。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取組

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画を立て、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組をしている

○職員のストレス軽減に向けた取組

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す

５．人材の育成と支援

19
法人内での研修を病院にて参加している。ホームでの全体
会議やユニット会議でも勉強会を行っている。外部の研修会
への参加も行っている。

21

20 研修会に参加し交流が取れるようにしてくれている。

近の状況等を話、いい方向へ行くよう導いている。又、食
事会等で話を聞きストレスが発散できるよう、年に2回の特別運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す

るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取組

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受け止める努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受け止める努力をしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

待機の方にも連絡を取り現在の状態の確認をっている。又、
ホームを見学の際に話を聞き説明を行っている。

24

21 事会等で話を聞きストレスが発散できるよう、年に2回の特別
休暇を頂いている。

年度末に反省を行い、踏まえ来年度の目標を立てていき
たい。

23

22 ○

年度初めに立てた目標の振り返りを行い、立てた目標に対し
てどうだったか話し合いをする。年度末までに目標を達成で
きるよう、スタッフ全員でひとつになり支援していくよう努めて
いる。

管理者が相談に対応している。電話での相談時はホームに
見学に来て頂ける様にお勧めしたり、実態調査に行きご本
人、ご家族の不安や困っている事を聞いている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○なじみながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々になじめるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、

本人の状態やご家族の話を良く聴き対応している。デイケア
の紹介やその時の状態に合わせたサービス利用等助言して
いる。

相談時、実態調査時等の事前に合う機会の中で説明してい
る。又、電話での質問にも対応し、ホームを見学に来て頂い
ている。

日々の生活の中で家事等を一緒に行ったり、スタッフが苦手
なところを丁寧に教えて下さる。又、入居者様よりスタッフを

25

26

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支え合う関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支え
ていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○なじみの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきたなじみの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合
えるように努めている

なところを丁寧に教えて下さる。又、入居者様よりスタッフを
気遣う言葉も聞かれる。

なじみの方や、なじみの場所はご家族の協力にて、希望が
叶うよう支援している。

28

29
面会の回数が少ない方については電話にて連絡したり、手
紙でお知らせしている。

31

30

輪に入れない方や馴染めない方等はスタッフが介入してい
る。入居者様同士で仲良くなれるよう支援している。又家事
等も協力して出来るよう声掛け、介入している。

ご家族とスタッフが協力し、支援している。出来ないところを
カバーしてより良い関係を作っている。

27
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らない付き合いを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生 フェイスシート作成しスタッフ全員で把握、確認できるようにし

入院後にお見舞いに行ったり、ご家族にその後の様子を聞
いたりしている。

一人ひとりの希望や、思いを会話時や、入居者様の様子か
ら察し希望が叶うよう支援している。困難な時は、よく説明し
本人が決められるよう支援している。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

33

32

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアの在り
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

フェイスシート作成しスタッフ全員で把握、確認できるようにし
ている。

毎朝、バイタル測定を行っている。話をしたり、色々な事を一
緒に行いモニタリング、アセスメントを通し総合的に把握でき
るようにしている。

1ヶ月に1～２回、ユニット会議を行い、変化のあった入居者
様のカンファレンスを行っている。

入退院時に見直し行っている。又、入居者様の変化に合わ
せてモニタリング、アセスメント行っている。

37
スタッフ全員がモニタリング、アセスメントが出来るよう勉強
を行っている。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35

会議の中に医療伝達を取り入れ医療の勉強もし、入居者
様がよりよく生活できるよう支援していきたい。○

34

○
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気付きや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や

その日にあった事、変化、気付き、ケアプランの内容をケー
ス記録に記入しモニタリングに役立てている。

ご本人、ご家族の要望に応じ相談し出来る限り支援できるよ
う、又、ご家族の協力を得ながら支援を行っている。

38

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

39

民生委員とは運営推進会議を通じて関係を築いている。保
本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

41

40

病院のデイケアの利用の希望にあわせ支援している。他の
サービス事業所とも連絡をｔり支援している。

育園とも協力し子供たちとの関係も築いている。警察、消防
は避難訓練や広報誌の発行を行っている。

43

42
運営推進会議で連絡を取り合っている。又、地域包括支援
センター主催の行事の参加も行っている。

担当医はご本人、ご家族の要望を優先し決めている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

45

44
同一法人の病院があり精神科、内科の医師に相談しアドバ
イスをもらってケアしている。

病院の看護師と連携により日々の健康管理は行えている。
又、医療連携体制をとっている。

46
退院前に主治医と面談を行ってる。又、入居者様の様子を
伺いに病院へ行っている。

いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期の在り方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

47 医師、看護師、ご家族と相談し全員で方針を決めている。

49

48 主治医、看護師と相談し連携を取って検討、準備している。

話し合いをし情報提供を行っている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉掛けや対応、記録等の個人情報の取
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働き掛けた
り、分かる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

ご本人の希望を1番に優先し支援している。入居者様が今ど
うしたいのかを話してくれスタッフも希望が叶いうよう支援して
いる。又訴える事が出来ない方は行動や様子にて察して支
援している。

スタッフ全員が入居者様を尊重しておりプライバシーや誇り
を損ねるような声掛けは行っていない。記録等は記入以外は
人目につかないところに置いている。

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

51

50

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望に沿って支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人のし好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

入居者様は自ら食事の準備を手伝って下さる。後片付けも
手伝ってくださり、落ち着かない方がいると声をかけて下さっ
たりする。

タバコを吸う方はいない。行事やご本人の希望にてお酒を飲
む事や一緒に買い物に行き好きな物を購入し食べられるよう
にしている。

55

入居者様の希望を取り入れ支援している。散歩、買い物、家
事等、ご本人がやりたいという声を大切にしている。

理美容は本人の好きな所に行って頂いている。ご本人の希
望があればスタッフで散髪する事もある。行事や祭り時、外
出時にお洒落が出来るよう支援している。

54

53

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排せつの支援

排せつの失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排せつのパターン、習慣を活かし
て気持ちよく排せつできるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

57

56

排泄チェック表を使用し一人ひとりの排泄パターンを把握し
ている。介入が難しい方もいるがご家族と協力し入居者様が
不快感を感じないよう支援している。又出来るだけ同性介助
にて行っている。

入居者様の希望に合わせて入浴して頂いている。

58
入居者様のペースに合わせている。食後に直ぐ休む方、入
浴してから休む方テレビを見て過ごされている方様々に対応
している。又その時のご本人の気分に合わせ対応している。

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望に沿って、戸外に出掛けられるよ
う支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出掛けられる機会をつくり、支援している

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59
料理を作って頂いたり、味付け、後片付け、洗濯物たたみ、
干し等教えて頂いたりスタッフと共に行っている。又、生活歴
を基に支援している。

61

60
預かり金を預かり、ホームで管理している方と自己管理され
ている方がいるが買い物等購入の際はその方のお金で支払
いを一緒に行っている。

近所での催し物や神社へのお参りへ行かれる。その他、散
歩や買い物等希望に合わせて外へ出ている。

62
一緒に買い物、ドライブにて個別の外出をしたいり、行事で
入居者様の行きたいところへ出掛けたりしている。又、ご家族
の協力を得て外出の機会をもうけている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族やなじみの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人のなじみの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及びすべての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな

（４）安心と安全を支える支援

63

電話したい時はスタッフに入居者様から話がある為電話をし
ている。又、ホームにご家族から電話がある為、入居者様に
つないでいる。手紙も自ら書き、スタッフと共に出しに行って
いる。

65

64
面会時は入居者様とゆっくり過ごせるようお茶をお出しした
り、必要な物を提供している。ご家族や知人の方もレクリエー
ションに参加できるよう支援している。

会議内での勉強にて、身体の拘束、言葉の拘束等勉強して
いる。又研修会に参加し伝達講習も行っている。

行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

○鍵を掛けないケアの実践

運営者及びすべての職員が、居室や日中玄
関に鍵を掛けることの弊害を理解しており、鍵
を掛けないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取
組をしている

○事故防止のための取組

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

67

66
外には自由に行き来が出来るよう、日中は玄関に鍵をかけて
いない。

居室確認の際はご本人と話をしながら行っている。又居室に
入る時はノック、声掛けを行い安心感を持って頂いてから入
室している。

69

68
危険だから失くすというのではなく、どのように支援したら危
険ではないかを考え支援している。

ユニット会議や全体会議で話し合う時間を作っている。又、
各スタッフが勉強をし伝達講習を行ったり一人ひとりに合っ
た対応で事故防止に努めている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、すべて
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身に付け、日
ごろから地域の人々の協力を得られるよう働
き掛けている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

71 ○ 地域の防災訓練にも参加していきたい。

70
救急救命の講習に参加している。また、看護師から指導をい
て頂いている。

避難訓練を入居者様と共に行っている。又、マニュアルを作
成し、スタッフがいつでも確認できるようにしている。

72
入居前、入居時、必要時にご家族と面談している。ご家族に
も納得して頂き、対応策を実行し家族とも連携を取っている。

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働き掛け等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れやにおいが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

73
定時のバイタルチェック、一般状態の観察、ご本人の訴えが
あった時の再検にて健康管理行っている。又、看護師、病院
と連絡を取り、直ぐに対応できるようにしている。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

75

74

病院からもらっている入居者様の薬票をケース記録にはさ
み、いつでも確認し、常に理解できるようにしている。分から
ない事をわからないままにしないよう看護師等に確認してい
る。

便秘に関しマニュアルを作成し勉強している。入居者様の便
秘予防の為乳製品を摂って頂いたり、散歩等にて身体を動
かして頂いている。

76

自力で行える方習慣になっている方は自力で行っている。
忘れてしまう方は声掛けにて、自力では出来ない方は介助
にて、朝夕に行っている。口腔内の確認をし必要時にしか受
診を行っている。

12 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取決めがあり、
実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、Ｍ
ＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

77

1ヶ月に1回、体重測定を行い既往歴に応じた対応をしてい
る。食事量の確認、水分摂取量の確認をしている。食事量の
低下、水分摂取量の低下時は捕食はや代替品を利用して
いる。

79

78
法人内で感染予防の勉強会に参加し、感染予防を行ってい
る。又、マニュアルを作成し、いつでも確認できるようにして
いる。

調理器具、食器の消毒を行っている。買い物は日にちをあ
けないで使用している。又、賞味期限前に使用している。1日
～2日単で購入している。

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

共用の空間には普段から使っているものを安全に配慮して
使って頂いている。ホーム内にいても季節感が味わえるよう、
季節に合った装飾を行っている。

（１）居心地のよい環境づくり

81

80
普通の家のように落ち着いた雰囲気になるように努力してい
る。玄関先にはプランターにて花を植えたりホール内も観葉
植物や、入居者様と一緒に作ったものを飾ったりしている。

テーブル席、畳、小上がり等、自由に使用して頂いている。
玄関内外にもイスを置き、外気浴や少し風に当たって頂ける
様、入居者様のその時の気分にあった場所で、仲の良い
方々と過ごして頂いている。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

82
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ

本人のなじみのものや、以前まで自宅で使用していたものを
使って頂いている。居室内で居心地良く、安全に過ごして頂
ける様、模様替え等ご本人と一緒に行っている。

窓を開けての換気やエアコンを使い温度調節を行っている。
冬は乾燥防止のため加湿器をホールで使用している。必要
に応じ居室での加湿もご家族の協力の基行っている。

廊下、居間、風呂場、トイレに手摺があり、歩行にふらつきが
あったり、不安定な方は使用していただいている。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85

84

83

て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○分かる力を活かした環境づくり

一人ひとりの分かる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

居室、トイレ、浴室の入り口には表札をつけ混乱しないように
している。持ち物には名前を記入するようにしている。

87

86

天気の良い日は玄関先、駐車場にいすやテーブルを置きお
茶を他のユニットの方々と飲んだり、花の世話、外気浴を
行っている。
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様式８

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼすべての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向をつかんでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出掛けて
いる

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
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様式８

①ほぼ毎日のように

○ ②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼすべての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

96
通いの場やグループホームになじみの人や
地域の人々が訪ねて来ている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

入居者様、一人ひとりのその方らしい笑顔が沢山見れるよう、日々努力している。入居者様の声を良く聴きあたりまえの生活が送れるよう、各スタッフが毎日接している。
今までの生活が続けられるよう、得意な事出来る事をどんどんスタッフと共に行っていく事で自信に繋がるよう支援して出来るようにしている。その為にも、入居者様の気
持ちや、昔の事、得意な事、体の事を良く知っていける様、一緒にいる時間を多くしている。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

16 宮城県　やすらぎホーム富沢



別記様式８

自 己 評 価 書

○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取組の事実］

自 己 評 価 書

ケアサービスの提供状況や事業所の取組状況を具体的かつ客観的に記入します。
（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされてい
るかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見
出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初か
ら順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）
から始めてください。

（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○を付けます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取組内容を記
入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて記
入します。

出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

○
○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日ごろの実践や改善への取組を示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。 入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成
＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支え合い 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

事業所名 やすらぎホーム富沢

（ユニット名） 参番館

するようご注意ください。

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

仙台市太白区富沢字寺城28-1

記入者名
（管理者）

赤神　寿恵

所在地
（県・市町村名）

（ユニット名） 参番館

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

記入日 平成１９年　１０月　　１日　



様式８

地域密着型サービス評価の自己評価書　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくり上げている

○理念の共有と日々の取組

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

理念を作り年度目標をホーム全体及び各ユニットをたて実践
できるよう取り組んでいる。

ホームの理念などについては申し送りやユニット会議等の際
に話し、理念に少しでも近づけるよう取り組んでいる。（理念

１．理念と共有

項　　目

1

2

取り組んでいきたい項目

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所との付き合い

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的な付き合いができるよ
うに努めている

○地域との付き合い

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

に近づけるようユニットごとの目標も作成している。

ご家族には行事などにも参加していただきホームの理念など
は大分ご理解していただいている。地域のかたがたに対して
は運営推進会議や町内会を通して理念を理解していただけ
るよう努力している。

3
今後も積極的に町内会などに参加していきホームの理念
を理解していただけるようにしていきたい。

4

今後も地域の行事や催し物等に参加していきたい。

町内会に入っており秋祭り等の行事にも参加させていただ
いている。又、夏祭りの際に地域の方々にも来ていただける
よう回覧板を通して伝えていただき多くの方々に参加してい
ただいている。ホームの広報誌も回覧させていただきホーム
の様子を伝えている。

２．地域との支えあい

近隣の方々とお話しが出来るように挨拶などは行っている。
しかし気軽に立ち寄ってはいただけていないのが現状であ
る。

○

5

○
外見の閉塞感からか気軽に立ち寄っていただけてはいな
いため、玄関を開けて入りやすい雰囲気を作るようにして
いる。

○

1 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取組

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に

運営推進会議の際地域包括支援センターの方や、民生委
員の方々と情報交換をしている。

指摘事項はもちろん改善できるよう努力している。

会議で出された意見に対してその都度話し合いサービス向
上につなげるよう意見を取り入れている。

6 ○

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

今後は地域の高齢者の方々と交流を持つ為にはホームは
どのようにしていけば、良いのか話し合っていきたい。

8
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

上につなげるよう意見を取り入れている。

研修に参加しておりその後も伝達講習を行っている。復命書
も作成し職員に回覧している。

11

10
各種の研修に参加しており、参加後も復命書を作成、全体
会議の際等に伝達講習を行っている。

9 広報誌を市町村に送付しつながりを持っている。

2 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

４．理念を実践するための体制

13

12
契約や解約時はきちんと説明を行っている又、その場以外
でも疑問がある場合はその都度対応している。

苦情が出たときはユニット会議でそのことについて今後どの
ように対応していくか検討している。又、管理者への報告も
行い対応している。又、第三者委員を置いている。

14
月1回の請求書発送の際に、その方の1ヶ月の様子を記入し
発送している。又面会時その都度お話ししている。

定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聴く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者がなじみの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要 小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

15
利用者の意見同様出された場合は話し合う機会を早急に作
るようにしている。

17

16
全体会議の場などで職員の意見を聞ける場を作っている。
随時話し合える体制を作っている。

受診時にご家族が希望される場合は付き添えるよう勤務変
更を行ったり他のユニットや管理者に協力を仰いでいる。

18
人事異動がある場合は一度に多数を動かすなど影響の出な
いようにしている。

3 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取組

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画を立て、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組をしている

○職員のストレス軽減に向けた取組

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す

５．人材の育成と支援

19
法人内外の研修にはその都度参加していただき職員一人
ひとりのスキルアップに努めている。又新入職員に対しては
計画表を作成し一日の振り返りを記入してもらっている。

21

20 研修に参加し同業者との情報交換など行っている。

話し合う機会を多く持つことや食事回を通してストレスの軽減
運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取組

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受け止める努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受け止める努力をしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

待機になった段階でもこまめに連絡を取り現状の話しを聞い
ている。ホームに見学に来てもらい十分に話をしそれでも不
安なことに対しては随時対応している。

24

21
に努めている。

目標に対し反省し、その反省を活かし来年度もっとホーム
がよくなるよう目標をたてていきたい。

23

22 ○
スタッフに対し助言等行っている。目標を年度末にたて、目
標達成に向けたケアを行っていける様指導がある。

実態調査を行い、入居決定の際も必要に応じて会いに行く
など話しを聞く機会を作っている。

4 宮城県　やすらぎホーム富沢



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○なじみながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々になじめるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、

相談時にその時点で必要であるサービスなどを見極め助言
等を行っている。

ホームに来るまで入居の事実を知らないことが無いように事
前に話し説明していただいている。又、実態調査の際にご本
人に不安なことや、どういう場所であるかなど説明している。
見学や本人にも入居前にあぞびに来てもらうなどのお声掛
けをしている。

色々なことを職員と共に行うことで出来ることの喜びなど感じ
ていただけるよう支援している。

25

26

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支え合う関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支え
ていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○なじみの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきたなじみの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合
えるように努めている

ていただけるよう支援している。

ご家族が自宅に外出へ連れて行ってくださったり、電話をし
てほしいとの話がある時は介助にて話していただいている。

28 ○

29
本人の話を聞くことはもちろんご家族様のお話もきちんと聞
き支援している。介護や本人に関する相談、助言本人の為
になるよう、ご家族で協力できるよう話しをしている。

31

30

入居者同士の関係性を見極めるようにし、孤立しないようス
タッフ間に入り話をしたり、好きなことをしていただけるよう支
援している。

現在疎遠になりがちなご家族様も居られるためその都度面
会に来ていただけるよう取り組んでいきたい。

面会時に現状の説明を行うだけでなく、ご家族の意見を取り
入れることを行っている。面会の少ないご家族には電話をし
て現状の説明と共に面会に来ていただけるよう声を掛けてい
る。

27
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らない付き合いを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生 入居時にご家族より聴取することはもちろんその後本人様の

入院され退去になった場合などお見舞いに行くなど行い付
き合いを大切にしている。

一人ひとりの希望に添えるように努力している。希望に添え
ないようなときは説明し別な案を提示し出来るだけご希望に
添えるよう努力している。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

33

32

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアの在り
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

入居時にご家族より聴取することはもちろんその後本人様の
お話やご兄弟からお話しを聞き把握している。

定期的にアセスメントを実施し現状の把握に努めている。
又、それ以外でも申し送りの際にそのときの状況などを話し
合いをしている。

ご家族様や本人様の意見を取り入れて、又スタッフからも情
報を聴取し介護計画に反映している。

状態の変化が生じた場合はその都度話し合いを持ち、再ア
セスメントを行い介護計画を作成している。

37

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35

34
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気付きや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や

記録はケアプランに基づいたものを記録し、ケアプランに上
がっていない細かい気付きなども記録し、モニタリングやアセ
スメントに反映するようにしている。

家庭的な雰囲気の中で出来るだけ本人様の安全や希望に
そった支援をしている。又ご家族の希望にそった支援をして
いる。

38

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

39

以前からつながりのある民生委員の方々とは関係をたたれな
いよう連絡を取り合っている。運営推進会議を通じ民生委員本人の意向や必要性に応じて、民生委員や

ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

41

40

本人のご希望でデイケア等の利用を希望された場合はサー
ビスを利用できるよう支援している。

いよう連絡を取り合っている。運営推進会議を通じ民生委員
の方と関係作りをしている。警察署や消防署には広報誌を送
付したり消防訓練で協働している。

43

42
現在要支援の方はいらっしゃられない為ケアマネジメントな
どと協働することは無いが運営推進会議での協力は頂いて
いる。

特別希望が無ければ協力力医療機関を利用していただい
ているが希望がある場合はもちろん今までのかかりつけ医を
利用していただけるよう支援している。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

45

44
同法人の精神科の医師に相談し必要に応じて受診、診断し
ていただけるよう支援している。

看護師に対してちょっとした異変などある場合相談を行い必
要に応じて受診につなげている。医療連携をとっている。

46
入院後も定期的に医師の話や本人、家族の話を聞き情報収
集を行っている。

いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期の在り方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

47
状態の変化があった場合など、その都度その方の状態に
あった方法をその都度医師やご家族と話し合いを持ちスタッ
フもその情報を共有している。

49

48
入居者様によりよく過ごしていただけるようその方に合ったお
住まいの検討やスタッフ一人ひとりのキャリアアップにつなが
るような勉強会を行い準備を行っている。

他の場所へ移られる場合出来るだけ混乱を防げるよう情報
交換につとめている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉掛けや対応、記録等の個人情報の取
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働き掛けた
り、分かる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

出来るだけ一人ひとりの希望を聞けるように働きかけている。
又、自分で決められるよう声掛けの工夫を行っている。

声掛けの方法や対応等は勉強会などを行い一人ひとりに
合った適切な対応が出来るよう心掛けている。又記録物など
は直接入居者様の目に付かないよう配慮している。

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

51

50

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望に沿って支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人のし好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

職員と一緒に食事を作ることやその方の出来るところを伸ば
しスタッフと共に行っている。

出来るだけその人の希望や好きなものを楽しんでいただける
よう支援している。

55

まず第一番目に入居者様のことを考えるようにし、その日一
日を何がやりたいのか希望を聞けるよう努力している。

その日着たい服などなるべく選んでいただけるような支援
や、理美容に関しても本人様が行きたいときに行けるよう支
援している。

54

53

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排せつの支援

排せつの失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排せつのパターン、習慣を活かし
て気持ちよく排せつできるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

57

56
トイレで排泄していただく事を前提として失敗せずにすむよう
排泄パターンに応じた声掛けを行っている。又、汚染がある
場合でも排泄パターンを把握できるよう工夫している。

入浴時間は特別決めておらず好きな時間に入っていただけ
るよう支援している。

58
就寝時間を特別決めておらずその方が休みたい時間に休
んでいただけるよう配慮している。又、巡視時も本人様の状
態に合わせて行い睡眠の妨げにならないよう努力している。

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望に沿って、戸外に出掛けられるよ
う支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出掛けられる機会をつくり、支援している

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59
その方が得意とされていることや、今まで継続的に行ってき
たことを続けていただけるよう支援している。

現在ご自分でお金を持っている方は1名のみだが、必要に
応じて希望時お金を持てるように検討していきたい。

61

60 ○
お小遣いは現在ホーム預かりにしているが、買い物等への
外出を希望時行えるようにしている。

出来るだけ散歩や買い物への外出を希望時行えるようにし
ている。

一人ひとりが希望しているところに出かける機会を増やせ
るように支援していきたい。

62 ○
七夕の見物や車を利用してのドライブに行けるよう支援して
いる。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族やなじみの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人のなじみの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及びすべての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな

（４）安心と安全を支える支援

63 本人が希望時電話や手紙を出せるよう支援している。

65

64
面会時等お茶をお出しし、居間や居室など好きなところで過
ごしていただけるよう支援している。

現在拘束は行っておらずその都度スタッフにも説明してい
る。又、研修会に参加し伝達講習を行っている。

行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

○鍵を掛けないケアの実践

運営者及びすべての職員が、居室や日中玄
関に鍵を掛けることの弊害を理解しており、鍵
を掛けないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取
組をしている

○事故防止のための取組

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

67

66
日中は鍵を掛けずに外へいかれる場合は付き添うように支
援している。

スタッフは自分たちの位置も入居者様の動きに合わせ考え
動くようにしている。

69

68
一人ひとりの方々が使いたいときに使っていただけるようにど
こに何があるかなど張り出している。

ユニット会議の際に色々な事故は入居者の方の人生を変え
ることになることを話している。又必要に応じて勉強会なども
行っている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、すべて
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身に付け、日
ごろから地域の人々の協力を得られるよう働
き掛けている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

今後は定期的に勉強会を行っていきたい。

71 ○
現在地域の防災訓練に参加していないため、参加させて
いただき協力を得られるようにしていきたい。

70 ○
入職時はもちろん指導し必要に応じて勉強会を行っている。
又研修会に参加している。

職員はどこに避難していただくか等訓練を行っており把握し
ている。

72
入居時や状態の変化に応じてご家族様と話し合いを行って
いる。

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働き掛け等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れやにおいが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

73
バイタル測定を朝、夕行い異常を早めに発見できるようにし
ている。又、判断に困る際は他のユニットの職員などに相談
するようにしている。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

75

74 入居者様の一人ひとりの薬の内容等把握している。

定期的に乳製品を取っていただき水分を多めに摂っていた
だくよう声掛けしている。

76
毎食時必要な方には行い、そのほかの方も朝夕は確実に
行っていただけるよう支援している。口腔内の確認を行い歯
科受診につなげている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取決めがあり、
実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、Ｍ
ＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

77
一人ひとりの食事量を把握しあまり食べていただけないよう
な場合は捕食等を提供している。

79

78
マニュアルを整備し実行している。又、必要に応じて勉強会
を行っている。

食器の消毒は毎日行っている。食材も大量に保管するので
はなく、1日単位で発注している。

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

音や明るさには配慮すると共に居間には写真や季節にあっ
た装飾をしている。

（１）居心地のよい環境づくり

81

80
玄関先にプランターを置き入りやすい雰囲気を作っている。
又、縁台も準備し入居者様が外で過ごせる機会を作ってい
る。

テーブル席やソファ、小上がり、又玄関近くに椅子を置き皆
様思い思いに過ごしていただいている。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

82
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ

ご家族に協力していただき今まで使用していたものを持って
きていただいている。

常に換気には気を使い寒いようなときは居間に入居者様が
いないようなときに行うようにしている。

背の低い方にはシンクでの料理ではなく、カウンターで行っ
ていただいたりしている。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85

84

83

て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○分かる力を活かした環境づくり

一人ひとりの分かる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

ほうきやちり取りなどは分かりやすいところに置き必ず定位置
に置くようにしている。

87

86

玄関先にはプランターを置き皆様花を楽しみにしているよう
である。又玄関先の縁台をおきお茶を飲んでいただいたりし
ている。
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様式８

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼすべての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向をつかんでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出掛けて
いる

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
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様式８

①ほぼ毎日のように

○ ②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

○ ①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼすべての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

96
通いの場やグループホームになじみの人や
地域の人々が訪ねて来ている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

比較的皆様自分で行いたい事を好きなときに行われていると思います。普通に話をしたい人は話をし、散歩に行きたい人は散歩に行き、掃除をしたい人は掃除を行われてい
ます。私たちは、特別何かに力を入れて取り組んでいるというよりも、入居者様が行いたい事を直ぐに行う事が出来るように、得意な事、習慣を続けられるようにし、その
時の表情を少しでも長く見られるような支援をしています。その為にも認知症の病気の理解を深められるような勉強会等を続けています。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う
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